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委員長 筒 井  衛  別子小中学校 PTA会長 

副委員長 福 田 正 広 体育指導委員 

委員 伊 藤 幸 男 別子校区体育振興会代表 

〃 河 村  忠  別子山振興会まつたけ事務局 

〃 和 田 輝世伸 連合自治会代表 

〃 北 田 典 子 民生児童委員 

〃 近 藤 義一郎 銅の里伝統芸能保存会代表 

〃 戸 張 博 司 新居浜市別子山支所代表 

〃 妻 鳥 全 宏 社会福祉協議会別子山支部代表 

〃 長 野  太  別子小中学校校長 

〃 田 邉 正 義 赤石クラブ代表 

今年度も、７月１４日（木）、「民話の里すみの」の先生をお迎えし、民話教

室を開催いたしました。 

例年に渡りご指導いただいていると言う事もあり、児童生徒それぞれの特徴

をとらえた役柄でご指導いただきました。 

今回は、ペープサート「おしょうさんとこぞうさん」や「なぞなぞ」等で、

古典落語の音読を繰り返し行いました。 

今年１回目の教室ではありますが、皆さん１回目とは思えないような練習で、

要領も良く大きな声が出ており、２回目には完ぺきな演技が出来るのではない

かと思われました。 

敬老会では、素晴らしい演技が期待できます。 

平成２３年７月１日より新しく委員になられた方々を

ご紹介いたします。 

今年度も、市内の小学校に参加を募り、各校区から児童・保護者

をお迎えし盛大に実施いたしました。 

今回の大会は、先日の台風の影響で河川が増水した為、地域の方

に施設をお借りして実施され、この日は天候にも恵まれ、非常に暑

い一日でしたが、その暑さも吹き飛ばすように、子供たちも大きな

歓声を上げ、必死で追いかけていました。 

河川での開催ではありませんでしたが、参加された皆さんも、飯

盒炊飯や魚焼きと、山ならではの自然の空気を一杯に取り込み大満

足の様子でした。 

また、全て無事に行う事が出来たのも、御協力いただきました皆

さんのおかげです。本当にありがとうございました。 

７月５日（火）公民館において開催され、最初にビデオ視聴を

行い、後に小グループに分かれて討議を行いました。 

ビデオ視聴では、先生が子供たちに差別をするよう指導し、そ

の差別に対して子供たちの意識が変わっていく様子を描いたもの

で、２５年前の映像とはいえ、非常に斬新な差別の現実を学ばせ

る教育に、参加された皆さんも驚きを隠せないようでした。 

また、グループ討議では、ビデオを観た感想から想い、今後の

取組みについて話し合われ、差別解消に向けて一人一人が意識を

高める事が出来ました。 

 



 

（日時）8 月 14 日（日）開場 12 時、試合開始 13 時 

（対戦相手）三重スリーアローズ 

（場所）新居浜市営野球場 

 夏休み特別企画で市内小・中学生は無料招待 

問い合わせ スポーツ文化課 

 TEL ６５－１３０３ 

 

 

 

日 時：８月１５日（日）  午後７時～ 

場 所：別子小中学校グラウンド（雨天時・体育館） 

催し物： 別子山民謡踊り 

屋台、福引、花火等 

別子山盆踊り大会実行委員会 

移動図書館「青い鳥号」が今月も、別子山地区に

やってきます。 

みなさん是非ご利用ください。 

 ８月は、２５日（木）に巡回します。 

①別子山支所  １０：２０～１１：１０ 

②福祉センター １１：２０～１２：００ 

③別子小中学校 １３：００～１４：００ 
※本を借りる場合は、「図書館カード」が必要です。 

※１人５冊まで借りる事ができます。 

その他分からないことは、図書館員におたずねください。 

新居浜市立別子銅山記念図書館 

TEL0897-32-1911 

今年も暑い夏を迎えました

が、皆さんいかがお過ごしでし

ょうか？ 

別子山での夏は比較的すごしやすい気温ですが、油断は禁物です汗

をかいたら水分を十分に取るよう心がけてください。 

東日本の大震災以来、報道を通じて悲惨な状況を日々見てきました

が、自然の脅威は計り知れないものがあるとつくづく感じ、被災され

た方々の痛みが自分自身心に突き刺さる思いがいたします。 

 一日も早い復興を願ってやみません!! 

 さて、公民館事業も遅ればせながら、徐々に実施されております。 

 先日は、民話教室や魚つかみ大会と恒例となりました事業が実施さ

れました。まだ始まったばかりではありますが、公民館でも積極的に

地域づくりに参加し、悲願である地域再生に取り組む為行動を起こし

たいと考えております。 

 その為には、地域の皆さんのご協力が無ければ出来るものではあり

ませんので、力をお貸しいただいて、これからの地域づくりに尐しで

も役立てるよう努力したいと思います。 

 さらに、８月は盆踊り大会など恒例行事がございます。皆さんのお

宅にも身内の方が帰省され懐かしい顔も見られると思いますので、是

非ご参加いただき大会を盛り上げて頂きたいと思います。 

 これから、季節も台風シーズンを迎えますので、くれぐれも用心を

して、怖いと思ったら公民館へすぐに避難するようにしてください。 

笑顔を訪ねて≪第１９回≫ 

お名前：近藤利枝さん 

生年月日 

昭和１６年１月２０日 

７０歳 

「備えあれば憂いなし！」備えとは一体どんなこと？ 

家族会議を開こう 

 家族そろって災害について話し合い、防災意識を高めましょう。 

Ⅰ、家の周辺の危険個所を全員で確認（実際に歩いてみる） 

Ⅱ、避難場所はどこか、どのルートで避難するのか 

（より安全に避難場所まで辿り着くルートを確認する） 

Ⅲ、どうやって連絡を取り合うか、家族がどこに集合するのか 

 （災害時、電話やメールでの連絡は困難になるので、伝言ダイヤル１７１「誰も 

イナイ」やインターネットの災害対応掲示板を利用しよう。） 

Ⅳ、災害時の役割分担（非常持出品、子供・高齢者の誘導等） 

非常持出品を準備しよう 

非常食、衣料品、貴重品、救急用品、衛生用品、照明、携帯ラジオ、そ

の他必要なものを袋に入れて持ち出しやすい場所に準備しよう。 

情報を集めよう 

 台風や豪雨などは、規模や襲来の時期をある程度予想できます。 

 天気予報など気象に関する情報をチェックしましょう。 

  

被害は地形と関係があるため過去の災害による被害情報が役立ちます。 

 

 市役所（消防）・警察署から身近な情報を得ることができます。災害時

に避難などの指示が出されたときは、すみやかに従いましょう。 

 

以前は、体調を崩した時期

もありましたが、現在は元気

になられたそうで、普段から

行っている畑仕事が出来る 

までに、回復されたそうです。 

毎年７月最後の日曜日にカブトムシの無料配布を

行い、先日の２４日（日）もたくさんの子供たちが訪

れたそうで、ピザや、ジャガイモ等焼いてもふるまわ

れたそうです。 

これからも益々お元気でお過ごしください。 


